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１）デイケアセンター

２）ウェル訪問看護ステーション

３）作業療法室

４）総合相談支援室

５）診療情報グループ

６）シニアマネージャー

７）ＮＰＯ法人アイ・キャン



はじめに
 ささがわプロジェクト（平成１４年～）

 Optimal Treatment Project;OTP（統合型地域精神科治

療プログラム）を中心戦略とし、医療と支援の統合モデル
によるチームを形成し、地域で暮らすメンバーの地域ケ
アを展開している。
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OTP（統合型地域精神科治療プログラム）

サービスモデル

 早期発見・早期介入

 多職種チームモデル

 継続的なアセスメント

 訪問サービス

 双方向性の心理教育

治療プログラム

 非定型抗精神病薬による薬物療法

 ストレスマネジメント

 認知行動療法

 就労支援

★メンバー自身が対処法を獲得し、問題解決が図れるように
支援する。
ex）・早期警告サイン
・日常問題への対処
・問題解決技法
・上手な気持ちの伝え方 ・・・

エビデンス（根拠）に基づく治療方針



iPadを活用した地域における医療と支援の統合モ
デル（OTP）の実践
目的

OTPをより浸透させる・支援の質を高める

①OTP各ツールの利便性をiPadで高める。

②多職種チームの情報共有を更に促進する。

③利用者のデータベース化とチーム内での情報共有。

④OTPの学習を継続的に行い、スタッフのスキルアップ
を図る。



OTPをiPadでどのように使いやすくしていくか？

iPad導入前

 「精神科リハビリテーションワークブック」をコピーし、支援に活用。訪
問時など手元にワークブックがない場合、適切なタイミングでセッ
ション実施ができない。

 セッションで話し合った各シートは、本人及びセッション実施者の記
録に保管されることが多く、チームでの共有が十分とは言えない。

＊いつでも必要なツールを活用できるようにする。
＊セッションで話し合った「対処法」「早期警告サイン」
等を本人も含めたチームで共有する。

課題



①ワークブックの電子化



②各シートをファイルメーカーで作成

録音機能



③セッション経過の共有化



モデルケースの試行

 ２人のモデルケースを選定

 ウェル訪問看護ステーショ
ン、デイケアセンター訪問
看護において試行。



モデルケース１：Ａさん







問題解決の実際



モデルケース２：Ｂさん



日常問題記録



iPad導入により期待される効果

セッション

早期警告サインの
明確化

サインの出現本人と振り返り

対処法の実施

チームの誰もが生活場面や活動場面において
至適な支援を提供し、メンバーの生活の質の
向上につながる



今後の取り組み及び課題

 シートの改良と種類を増やす。

 全ケースに導入し、「地域ケア共有カルテ」としての役割
を担う。

 システムのセキュリティーの強化。

 「入院から地域生活へ」の流れにおいて、心理教育教材
を共有することで、支援の連続性を担保する。

チームをつなぐ
支援をつなぐ
ＯＴＰでつなぐ



ご清聴ありがとうございました。


